
小豆島中央病院企業団一般競争入札（郵送方式）公告共通事項 

 

 

１ 入札に参加する者に必要な資格 

（１） 地方自治法施行令（昭和２２年５月３日政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当し

ない者であること。 

（２） 破産法（平成１６年法律第７５号）第１８条若しくは第１９条の規定による破産手続開

始の申立て（同法附則第３条に規定する申立てを含む。）、会社更生法（平成１４年法律第

１５４号）第１７条の規定による更正手続開始の申立て（同法附則第２条に規定する申立

てを含む。）又は民事再生法（平成１１年法律第２５５号）第２１条の規定による再生手続

開始の申立てがなされていない者であること。 

 

２ 入札参加資格確認申請書の提出 

（１） 入札参加希望者は、次の書類を郵送又は持参により提出すること。 

  ① 入札参加資格確認申請書（参加申請書 様式第１号） 

② 会社概要書（パンフレット可） 

③ 履歴事項全部証明書（商業登記簿謄本）の写し（３か月以内のもの） 

④ 印鑑証明書の写し（３か月以内のもの） 

⑤ 財務諸表（直近決算時のもの） 

⑥ 委任状（本社から支店・営業所等へ入札、契約等の権限を委任する場合） 

（２） 郵送によるときは、封筒に「入札参加資格確認申請書在中」と朱書きの上、書留又は簡

易書留のいずれかの郵送方法で、当該期間内に郵送先に到着しなければならない。この場

合において、確認資料の作成及び郵送等に係る費用は、申請者の負担とする。 

（３） 入札参加資格確認申請書の提出期間及び提出期間は入札公告に示すとおりとする。 

（４） 提出された資料等により入札参加資格を確認し、その結果は書面において通知する。 

 

３ 一般競争入札参加資格確認申請書の配布等 

必要書類は、小豆島中央病院ホームページからダウンロードすること。 

ホームページアドレス （https://scha.jp/） 

 

４ 入札書等の提出方法等 

（１） 入札参加者は、次に掲げる書類「以下「入札書等」という。」を郵送しなければならない。

この場合において、郵送に要する費用は入札参加者の負担とする。 

①入札書（様式第１号） 

②物品見積内訳書 

（２） 入札書等を郵送する場合は、次に掲げる方法によるものとする。 

①入札は１人１通とする。 

②外封筒及び内封筒の二重封筒とすること。 

③内封筒には、入札書ならび物品見積内訳書を入れ、封かんの上、封筒の表面に、開札日、



物品名、入札者の商号又は名称（共同企業体の場合は、共同企業体名）を記載すること。 

④外封筒には、入札書等を封かんした内封筒を入れ、外封筒の表面に、開札日、物品名、入

札者の商号又は名称（共同企業体の場合は、共同企業体名）、担当者の所属及び氏名ならび

に連絡先（電話番号及びメールアドレス）を記載の上、郵送により提出しなければならな

い。 

（３） 入札書等は、一般書留郵便、簡易書留郵便又は特定記録郵便のいずれかの方法により、

指定された提出先に郵送しなければならない。 

（４） 指定の提出方法以外の入札書等は受理しない。 

 

５ 入札書等の提出期間等  

（１） 入札書等の提出期間及び提出先は、入札公告に示すとおりとする。なお、提出締切日は、

原則として開札日の前日（その日が休日であるときは、その前日以前においてその日に最

も近い休日でない日。以下同じ。）とする。 

（２） 入札書等は、上記提出締切日時までに必着とし、提出締切日時を過ぎて到達した入札書

等は、理由の如何にかかわらず受理しない。 

 

６ 入札書等の記載方法 

（１） 入札書は、インク又は墨で記入し、記名押印すること。 

（２） 入札金額は、原則として千円未満の端数は認めない。 

 

７ 入札書等の受領等 

（１） 入札書等の到着の確認の問い合わせには、一切応じないものとする。郵便追跡サービス

等により入札参加者自身で確認すること。 

（http://tracking.post.japanpost.jp/service/jsp/refi/DP311-00100.jsp） 

（２） 一度提出された入札書等の書替え、引換え又は撤回は認めない。 

（３） 入札書等の郵送後においても、入札（開札）日の前日までは入札の辞退を認める。 

（４） 辞退する者はその旨を書面で表し、入札辞退届（様式第２号）を企業長に提出しなけれ

ばならない。 

  

８ 入札書等の不受理 

 受領した入札書等が次のいずれかに該当する場合は、不受理とし、入札書等不受理通知書を入

札書等に添えて、当該入札者に普通郵便で郵送する。 

（１） ４（３）の郵送方法以外で提出された入札書等 

（２） 公告等に示す提出期日以外の日に到達した入札書等 

（３） 外封筒表記の宛先、開札日、物品名のいずれかが未記載等により意思表示が明確でない

入札書等 

（４） 外封筒表記の入札者の商号又は名称（共同企業体の場合は、共同企業体名）が記載され

ていない入札書等 

（５） 外封筒に開札日、物品名、又は入札者の商号若しくは名称（共同企業体の場合は、共同



企業体名）のいずれかが複数記載されている入札書等 

 

９ 入札執行上の注意事項 

（１） 入札者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律第５４号)

等に抵触する行為を行ってはならない。 

（２） 入札に際し不正の行為があると認めたときは、その者の入札を拒絶することができる。 

（３） 入札者は、入札にあたっては、競争を制限する目的で他の入札者と入札価格又は入札意

思についていかなる相談も行わず、独自に価格を定めなければならない。 

（４） 入札者は、落札者の決定前に、他の入札者に対して入札価格を意図的に開示してはなら

ない。 

 

１０ 開札 

（１） 開札は、入札公告に記載した開札の日時及び場所において行うものとする。 

（２） 入札参加者は開札へ立ち会うことができる。ただし、立ち会い者がいないときは、当該

入札事務に関係のない小豆島中央病院企業団の職員を立ち会わせるものとする。 

（３） 入札参加者が代理人を立ち会わせるときは、立ち会いに係る委任状を提出させるものと

する。 

（４） 入札執行回数は、原則として１回とし、再度入札は行わない。 

（５） 開札の結果、入札参加者が１者であった場合でも、原則として、入札を有効なものとし

て執行するものとする。 

 

１１ 落札者の決定 

（１） 契約担当者は、予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって入札した者を落札者とす

る。 

（２） 契約担当者は、落札となるべき同価の入札をした者が２者以上あるときは、落札者等の

決定を保留の上、直ちに当該入札者にくじを引かせて落札者を定めるものとする。この場

合において、当該入札参加者が代理人にくじを引かせるときは、くじ引きに係る委任状を

提出させるものとする。 

（３） 前項の場合において、当該入札者のうちくじを引かない者があるときは、これに代えて、

当該入札事務に関係のない職員にくじを引かせるものとする。 

（４） 契約担当者は、落札者が決定したときは、直ちにその旨を書面又は口頭により落札者に

通知するものとする。 

（５） 落札者がない場合は、再度の公告の上、後日改めて入札を行う。ただし、企業長が必要

と認める場合は、随意契約ができるものとする。 

 

１２ 秘密の保持 

 申請者から提出された申請書、確認資料及び追加資料は、申請者に返還せず、公表しないもの

とする。 


